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 要 旨   

 

目的：健康障害等をおよぼす危険飲酒と循環器疾患に関連する代謝因子、肝機能、循環器疾患、

死亡率の関連を明らかにする。 

 

方法：英国公務員の前向きコホートにおいて、59-83歳の飲酒者 4820人について、危険飲酒

の有無別に、代謝因子、肝機能等の比較を行い、コックス比例ハザードモデルで平均 4.5年追

跡の循環器疾患発症ハザード比(HR), 95%信頼区間(95%CI)を算出した。危険飲酒は、AUDIT

スコア 5点以上と定義し、非危険飲酒群、過去前期危険飲酒群（50歳以前に中止）、過去後期

危険飲酒群（50歳以降に中止）、現在危険飲酒群、危険飲酒継続群（前期および後期）に分類

した。 

 

結果：危険飲酒を半数以上に認め、過去前期危険飲酒群 19％、過去後期危険飲酒群 11％、現

在危険飲酒行動群 21％、危険飲酒継続群 5％であった。危険飲酒継続群は腹囲長の増加を認

めた（非危険飲酒群と比較して、危険飲酒継続群+1.7cm、過去前期危険飲酒群+1.88cm、現在

危険飲酒群+2.44cm、危険因子継続群 3.85cm）。現在危険飲酒群は脳卒中リスクが高く

(HR=2.75, 95%CI;1.44-5.22)、過去後期危険飲酒群は非循環器疾患死亡リスクが高かった

(HR=1.93, 95%CI;1.19-3.14)。危険飲酒継続群は腹囲長、肝機能低下との関連を認めた。 

 

結論：危険飲酒は循環器疾患に関連する代謝因子を悪化させる可能性があり、危険飲酒の継続

により体重増加等はさらに悪化する。よって、より早期の介入が有用であると考えられる。 

 


